ICTを活用した大学英語教育の試み－コロナ禍における新たな学びのあり方－ by 林 姿穂
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前 期15回、 後 期15回 の 授 業 を、Teamsと 
『EnglishCentral』の併用で全面的にオンライン（オ
ンデマンド形式）で行った。前期（英語講読I）は、
総合英語の教材である『A Taste of English: Food 
and Fiction（フィクションにみる食文化）』（朝日出
版社）を使用した。後期（英語講読II）は、看護英語
















図１に表示されている、『A Taste of English』は
前期の使用教材である教科書のタイトルである。受講
者は、授業の第１週目で、「A Taste of English 
Chapter 1の解説」と書かれている部分をクリックし、
図２に示すように、教員が作成した授業動画のリンク
を確認し、それを視聴した。翌週は、「A Taste of 
























































































































































































































































































































と訳され、CMS (Course Management System)
「コース管理システム」の同義語と捉えられている。
注２）『EnglishCentral』 のライセンスが付いた教科
書を教員が採用し、受講者がその教科書を購入す
ると、一定期間『EnglishCentral』のeラーニン
グシステム利用する権利が与えられる。教科書の
価格は2000円程度であり、一般的な大学英語教科
書と同等の価格である。2019年度は、『VOA 
News Plus』（成美堂）を採用した。2019年10月
から2020年2月までは無償提供のeラーニングの
システムのみを利用した。
注３）教科書に掲載されている記事に関する動画や
『EnglishCentral』の中にある別の動画を視聴し、
その中で使われている単語学習（タイピング練習）
を自宅で行うことを任意の追加課題として出して
いた。教員が設定した目標に到達できた場合、素
点10点分をテストで取得した点数に加点するとい
う方法を取った。英語が苦手な一部の受講者の救
済措置としてこの課題を出したが、実際に課題に
取り組んだのは、成績上位の受講者のみであった。
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